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1．はじめに

　北海道演習林では，演習林の北東端に位置する大麓山の山頂（1459 m）から南西斜面の低山域

（500 m）までの 1239.38 ha を保存林（前山保存林）に設定している。前山保存林内は，1937 年

以前に軽度の択伐があったのみの老齢な天然の針広混交林となっている。この保存林内に 1992

年に 36.25 ha の大面積の調査区（前山大面積長期生態系プロット）を設置し，5 年もしくは 10

年おきに測定を行ってきた。調査区設定の経緯は山本ら（1994），芝野ら（1996），2008 年まで

の各樹種の本数，進界木・枯死木本数，胸高断面積の変化等は芝野ら（2000），山本ら（2002），

大川ら（2010）によって報告されている。また，主要樹種の空間的分布パターン（本阿弥ら，

1997）や林床の稚樹の成長様式等（中馬・梶，2009）も報告されている。本報告では，測定開始

時の 1992 年から 2018 年までの全ての毎木調査の測定値をデータペーパーとして報告する。

2．試験地概要および調査方法

　1990–1992 年に，前山保存林の標高 620–680 m，北緯 43°18′28″–19′10″，東経 142°35′49″

–36′07″の範囲に，36.25 ha の調査区を設置した（図－1）。南北 1300 m，東西 400 m におよび，

50×50 m の区画 145 区で構成される（図－2）。

　気温は，調査地内の標高 680 m の 2 地点（閉鎖林冠下と疎開林冠下）の 1992 年 11 月からの 1

年間では，平均 3.5℃と 3.7℃，最低－15.7℃と－15.7℃，最高 26.1℃と 27.3℃であった（仁多見

ら，1992）。また，750 m 離れた標高 730 m 地点の露場では，1972–1974 年の平均気温 4.4℃，最
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低気温－20.0℃，最高気温 32.5℃，最大積雪量 160 cm であった（北海道演習林，1977）。プロッ

トの南端から 1300 m 離れた標高 610 m 地点の露場では，2010–2019 年（2011，2013，2016 年は

除く）の年平均気温の平均は 5.2℃であった（東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林，

2012；東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林基盤データ整備委員会気象部門，2014；

2016；2017；2019；2020；2021）。

　大半の部分の植生はトドマツ－オシダ群集である（加藤，1952）。林床は大部分をクマイザサ

Sasa senanensis （Franch. et Sav.） Rehder が優占するが，湿潤な場所ではスゲ類やシダが優占する。

西端中央部の標高 620 m 付近はアカエゾマツ Picea glehnii （F.Schmidt） Mast. の優占する湿地林と

なっている。

　初回の測定は，145 区中 99 区（24.75 ha）については 1992 年 8–9 月，残り 46 区（11.50 ha）に

ついては 1993 年 6–9 月に行った。胸高直径 5.0 cm 以上の木本について樹種を同定するとともに

直径巻尺を用い 0.1 cm 単位で胸高直径（原則地表から 1.3 m 位置）を測定した（ただし，隣接幹

と癒合するなどで直径巻尺を使えない場合は輪尺で測定した）。測定対象個体については，ステ

ンレスタグを幹に打ち込んだ釘に銅線で結ぶことで標識した。測定部位には赤ペンキで印をつけ

図－1　東京大学北海道演習林における前山大面積長期生態系プロットの位置．
Fig. 1  Location of the Maeyama long-term ecological research plot in the University of Tokyo 
Hokkaido Forest.
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図－2　前山大面積長期生態系プロットの区画図．
Fig. 2  Layout of 50x50 m quadrats in the Maeyama long-term ecological research plot.
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た。幹・個体の状態（形質）を記録した。DBH33.0 cm 以上で有用材の対象となる樹種について

は，外見から期待される材の等級に基づき立木の品質区分を 1 級から 4 級で記録した（1 級が良

質）。2 回目の測定は 5 年後の 1997–1998 年に行った。その後，105 区については，10 年間隔と

し，残り 40 区は 5 年間隔で測定した（図－1 参照）。ただし，2002 年に測定予定だった 5 年間隔

の測定区のうち，siteID が 1023，1024，1123，1124，1223，1224，1323，1324 以外の 32 区画に

ついては，2003 年（前回調査から 6 年後）に測定した。これらの区画は次の測定は 2007 年（4

年後）に実施している。2 回目以降の測定時期は 8 月後半から 10 月である。ただし 2017 年測定

対 象 の siteID が 918，919，1018，1019，1032，1033，1034，1035，1118，1119，1131，1132，

1134，1135，1218，1219，1231，1232，1318，1319，1332 の区画については 2018 年の 5–6 月に

測定した（データ中の測定年は 2017 年とした）。2008 年以前のツル植物は原則測定せず（一部

測定データあり），2012 年より胸高直径 5.0 cm 以上のツル植物も測定対象とした。2008 年まで

は，枯死した幹は測定対象としなかったが，一部の幹については測定している場合もある。2012

年以降は，原則枯死木も測定対象として，枯死した後も胸高直径の測定を可能な限り継続し，状

態を記録した。生存していた幹が 3 回連続で対象幹が見つけられず欠測となった場合は，枯死と

した。

　2013 年までの調査は，測定値はすべて紙野帳に記録し，その後電子データとして入力したが，

2017・2018 年の調査では，タブレット端末（iPad, Apple Inc.）に直接入力する電子野帳を利用し

た。

3．データの概要

　測定結果を附表－1 に示す。1 幹 1 回の測定を 1 データレコード（附表－1 の 1 行）とし，

132,129 レコードとなった（欠測など測定はしていないレコードも含む）。初回調査の 1992，

1993 年から 2017，2018 年までで測定対象とした幹は 34,093 本だった。表－1 にデータに含まれ

るデータ項目を示した。樹種は表－2 の通りコード化して表記した。和名および学名は東京大学

北海道演習林植物目録（堀江ら，2013）に従った。幹・個体の状態は表－3 の通りコード化して

表記した。複数の状態が記録されている場合，複数のコードをセミコロン（;）で区切り結合し

て表記した。欠測・測定不能となっている場合は，原則 DBH は値を入力していないが，集計の

都合上前回測定値を入力している場合がある。測定位置変更および測定方法の変更（直径巻尺か

ら輪尺に変更，など）以外で，DBH が前回から 50 mm 以上減少した場合および年当たり 20 mm

以上増加した場合はすべて，紙野帳を確認した。紙野帳からの入力ミスではなかった場合で，明

らかに 10 の位の記入ミスと思われた場合は，値を修正するとともに元の値を備考に記載した。

修正できない場合は，備考に紙野帳を確認済みである旨を記載した。一度枯死したものとして記

録した幹が，その後の調査で生存していた場合は，過去の記録を生存に修正し，枯死として記録
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されていた旨を備考に記録した。

　なお，本データは，東京大学演習林毎木調査試験地データベース（UTFEEP，http://archives.

uf.a.u-tokyo.ac.jp/utfeep/）に格納される予定であり，軽微な修正はデータベース上において行う。

表－1　附表－1 のデータ項目の説明
Table 1  Explanation of the variables in Table S1.
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表－2　樹種コードリスト
Table 2  List of names, codes and abundance of species.
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表－3　状態コードリスト
Table 3  List of the status of stems.
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Abstract

　This data paper reports tree census data collected in a 36.25 ha plot in an old-growth hemiboreal conifer-

broadleaf mixed forest in the University of Tokyo Hokkaido Forest in central Hokkaido, Japan. The plot 

was established in 1992, but the first measurements were carried out between 1992 and 1993. All trees 

larger than 5 cm in diameter at breast height had been measured at 5-years (10ha) or 10-years (26.25ha) 

intervals. In total, 34,093 stems had been measured. 
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